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建
設
山
口
は
平
成
29
年
１
月
17
日
、
県
庁
正
庁
会
議
室
に
お
い
て
、
村
岡
県
知
事
、

県
総
務
部
長
、
県
土
木
部
長
ほ
か
総
勢
50
人
の
出
席
の
も
と
、
山
口
県
と
２
つ
の
災

害
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。「
災
害
時
に
お
け
る
住
宅
の
応
急
修
理
に
関
す
る
協
定
」

は
建
設
山
口
が
締
結
。「
災
害
時
に
お
け
る
木
造
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
に
関
す
る
協

定
」
は
全
木
協
（
一
般
社
団
法
人
全
国
木
造
建
設
事
業
協
会
）
が
締
結
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
「
木
造
応
急
仮
設
」
で
は
、
建
設
山
口
は
労
働
者
供
給
団
体
の
位
置
付
け

と
な
り
、「
応
急
修
理
」
と
併
せ
、
こ
れ
か
ら
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　

「
木
造
応
急
仮
設
住
宅
の

協
定
」
に
向
け
、
初
め
て

県
と
交
渉
し
た
の
は
平
成

23
年
11
月
。
山
口
県
土
木

建
築
部
住
宅
課
へ
必
要
性

を
強
く
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

以
降
、
大
き
な
進
展
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昨
年
４
月
、
熊
本
地
震
が

発
生
。
各
地
で
大
き
な
被

害
が
で
ま
し
た
。
全
建
総

連
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、

建
設
山
口
か
ら
も
応
急
仮

設
木
造
住
宅
の
建
設
に
11

人
が
従
事
。
現
場
の
実
態

を
目
の
当
た
り
に
し
、
応

急
仮
設
の
必
要
性
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
山
口
県
内
で
も

県
及
び
各
市
町
が
７
月
末

ま
で
に
計
７
５
０
人
の
職

員
を
熊
本
県
御
船
町
を
中

心
に
派
遣
。
復
旧
支
援
に

あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
生
か
し
た

組
合
の
存
在
感

こ
れ
か
ら
重
要
な
役
割
を

協定書を手に吉村委員長と村岡知事（県庁正庁会議室）

■
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

正
確
な
賃
金
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
、

賃
金
の
引
き
上
げ
の
運

動
の
原
点
で
あ
り
、
今

後
の
運
動
の
方
向
を
探

る
上
か
ら
も
、
た
い
へ

ん
重
要
な
意
義
を
も
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
全

組
合
員
を
対
象
に
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
票
は
３

月
の
初
旬
に
各
支
部
に

送
付
し
、
保
険
証
の
交

換
等
を
利
用
し
て
調
査

を
行
い
ま
す
。

木造建築科

訓練生募集中
平成29年度

　平成29年度の山口建設高等職
業訓練校の訓練生を募集します。
募集対象／建築（大工）を職業
として働いておられる方で、技
能習得に意欲のある方。男女不
問、 （原則40歳未満の方で、本人

が「雇用保険被保険者」または
「一人親方の労災保険特別加入
者」。
訓練期間／２カ年
教　　室／山口本校（山口市内：
建設山口本部会館内）

訓 練 日／毎週木曜日（４月下
旬開校）の８：30～17：00
訓練課程／普通訓練課程
特　　典／授業料・教科書・教
材無料、昼食支給。２年間の訓
練を終了し、技能照査に合格し

た者は、２級技能検定（大工工
事作業）の学科試験免除。
締　　切／平成29年３月中旬
問い合せ／建設山口本部、また
は建設山口各支部へ

応急仮設
と

応急修理

対
策
案
が
ま
と
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
県
の
地
域

防
災
計
画
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
木
造
応
急
仮
設
住
宅

の
協
定
」
に
つ
い
て
も
、

県
側
が
そ
の
必
要
性
を
改

め
て
認
識
。
同
時
に
「
災

害
時
の
住
宅
の
応
急
修
理

に
関
す
る
協
定
」
も
締
結

し
た
い
と
の
意
向
を
示
し

ま
し
た
。

　

こ
の
意
向
を
受
け
、
建

設
山
口
で
は

機
関
会
議
で

２
つ
の
協
定

締
結
に
向

け
、
取
り
組

ん
で
い
く
こ

と
を
確
認
し
、

昨
年
９
月
以

降
、
継
続
的

に
県
、
全
木

協
山
口
県
協

会
を
構
成
す

る
関
係
団
体

（
山
口
県
ビ

ル
ダ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｙ
Ｂ
Ｎ
）・
西
瀬
戸
ビ
ル

ダ
ー
ズ
サ
ロ
ン
）
と
協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

◆
◆
◆
　

◆
◆
◆

　

10
月
の
打
合
わ
せ
で
は

全
体
概
要
・
基
本
方
針
、

11
月
に
は
大
規
模
災
害
時

の
体
制
や
緊
急
連
絡
先
、

役
職
員
体
制
な
ど
の
具
体

的
事
項
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
平
行
し
、
応
急

修
理
の
登
録
事
業
者
の
募

集
を
10
月
か
ら
開
始
。
各

支
部
の
協
力
の
も
と
、

１
８
９
事
業
者
を
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 　

協
定
締
結
式
は
、
全
木

協
か
ら
青
木
宏
之
理
事

長
、
小
倉
範
之
技
能
部
副

部
会
長
（
全
建
総
連
技
術

対
策
部
長
）
ほ
か
４
人
、

建
設
山
口
か
ら
は
吉
村
委

員
長
を
は
じ
め
代
表
10
人

が
出
席
。
多
く
の
報
道
機

関
や
関
係
者
が
見
守
る
中
、

大
々
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
16
日
に
は
全
木

協
山
口
県
協
会
の
設
立
総

会
も
開
催
。
今
後
は
事
業

計
画
に
基
づ
き
、講
習
会
・

実
技
研
修
会
等
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

10時30分からはじまった締結式には50人が参加

応
急
修
理
の
登
録
事
業
者
を
募
集

経営事項審査
加点も

　

近
年
、
各
地
で
大
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

山
口
県
内
で
も
「
大
竹
断

層
」「
菊
川
断
層
」
な
ど

が
あ
り
、
そ
の
被
害
状
況

は
熊
本
地
震
を
上
回
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
地
震
が
起
こ
っ

た
際
、
建
設
職
人
の
人
力

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

建
設
山
口
も
一
定
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
災
害
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
災
害
時
の
住

宅
の
応
急
修
理
（
登
録
）

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
登
録
さ
れ
た

方
は
経
営
事
項
審
査
で
加

点
（
15
点
）
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
本
部
又
は
お
入

り
の
支
部
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

H29・1・17

　

協
定
締
結

式
で
は
、「
木

造
応
急
仮
設

住
宅
の
建
設

に
関
す
る
協

定
」の
ほ
か
、

「
住
宅
の
応

急
修
理
に
関

す
る
協
定
」

は
、
建
設
山
口
（
山
口

県
建
設
労
働
組
合
）、

山
口
県
ビ
ル
ダ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
西
瀬

戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ
サ
ロ

ン
・
山
口
県
管
工
事
工

業
共
同
組
合
が
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

協定書に署名する代表
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建
設
山
口
青
年
部
は
、

１
月
14
日
、
次
世
代
対
策

交
流
会
を
建
設
山
口
本
部

会
館
に
て
基
本
組
合
８
人
、

青
年
部
13
人
、
計
21
人
の

参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
か
ら
は
「
基
本

組
合
は
青
年
部
活
動
に
理

解
を
し
て
欲
し
い
」、
基
本

組
合
か
ら
は
「
青
年
部
の

広
島
国
税
局
へ
交
渉

今
年
一
年
の
活
動
ス
タ
ー
ト

職
種
お
よ
び
種
別
の

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

中
建
国
保
で
は
、
組
合

員
資
格
の
適
用
の
適
正
化

と
、
よ
り
公
平
な
保
険
料

賦
課
の
た
め
、
原
則
と
し

て
３
年
に
一
度
、
国
の
指

導
に
基
づ
き
組
合
員
の
職

種
及
び
種
別
に
関
す
る
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

は
そ
の
調
査
の
年
と
な
り

ま
す
。

　

前
回
の
調
査
、
も
し
く

は
新
た
に
加
入
さ
れ
た
後
、

業
態
変
更
等
に
よ
り
職
種

等
を
変
更
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
に
調
査
票
の
入
っ

た
封
筒
が
届
き
ま
し
た
ら
、

現
状
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

お
入
り
の
出
張
所
ま
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

確定申告へ向け
３会場で学習会
－ 144 人が参加－

　

昨
年
12
月
19
日
、
全
建

総
連
中
国
地
方
協
議
会
の

代
表
16
人
が
広
島
国
税
局

交
渉
を
行
い
、
建
設
山
口

か
ら
は
代
表
４
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、「
平
成

28
年
分
の
確

定
申
告
か
ら

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載

が
必
要
に
な

る
が
、
未
記

載
や
誤
記
載

が
あ
る
申
告

者
に
対
し
て

も
、
不
利
益

な
取
扱
を
し

な
い
で
欲
し

交渉に臨む代表

中建国保からの
重要なお願い

　

平
成
29
年
１
月
末
現

在
、
資
格
を
有
し
て
い
る

全
て
の
組
合
員
（
平
成
29

年
11
月
30
日
ま
で
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

予
定
者
は
除
く
）

　

①
組
合
員
の
住
所

　

②
建
設
業
に
従
事
し
て

い
る
か

　

③
法
人
事
業
所
や
５
人

以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

人
事
業
所
で
働
い
て
い
る

場
合
、
健
康
保
険
適
用
除

外
承
認
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
か

　

調
査
内
容
と
し
て
は
以

上
の
３
点
で
す
。

　

調
査
票
に
つ
い
て
分
か

り
に
く
い
こ
と
や
、
ご
不

明
な
点
は
所
属
さ
れ
て
い

い
ま
す
出
張
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

中
建
国
保
に
加
入
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
大

変
な
ご
面
倒
を
お
か
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◎
調
査
対
象

◎
調
査
内
容

【個人情報の保護】
　この調査にご協力いただきました
皆さんの個人情報は、中建国保の個
人情報保護に関する基本方針（プラ
イバシーポリシー）及び利用目的の
公表等に基づき、組合員の職種・種
別の確認に使用します。

次世代対策交流会

県 内 交 流 集 会
＆

仲
間
の
輪
を
広
げ
よ
う
青年部

情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
」

等
の
意
見
が
活
発
に
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
を
受
け
、
来

年
度
以
降
も
、
後
継
者
の

育
成
問
題
や
次
世
代
対
策

問
題
に
つ
い
て
継
続
し
て

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

翌
１
月
15
日
、
各
支
部

青
年
部
の
親
睦
を
は
か
る

た
め
、
県
内
交
流
集
会
を

山
口
市
の
「
ボ
ウ
リ
ン
グ

の
森
」
に
て
、
13
支
部
31

人
の
参
加
者
で
開
催
。

　

こ
の
交
流
集
会
は
仲
間

の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
の
恒
例

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
も
組
合
未
加
入
者
１

人
が
参
加
し
、
仲
間
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。

　

８
レ
ー
ン
に
分
か
れ
て

ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。
ス
ト

ラ
イ
ク
あ
り
、
ガ
タ
ー
あ

り
と
、
仲
間
と
親
睦
を
深

め
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
事
前
に
設

定
さ
れ
た
ス
コ
ア
の
順
位

に
基
づ
き
選
ば
れ
た
７
人

か
ら
ジ
ャ
ン
ケ
ン
と
い
う

形
で
特
賞
獲
得
者
を
決
め

る
こ
と
に
な
り
、
河
野
公

彦
さ
ん
（
熊
毛
南
・
43
）

が
見
事
に
獲
得
。
特
賞
の

イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
」

事
を
最
重
点
と
し
、
今
年

一
年
の
青
年
部
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

好プレーに盛り上がる

い
」
と
い
う
要
請
に
対
し

て
は
、「
未
記
載
、
誤
記
載

が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

申
告
書
を
受
理
し
な
い
こ

と
は
な
い
。
た
だ
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。
申
告
者
の

方
の
ご
理
解
を
お
ね
が
い

し
た
い
。」
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、「
記
帳
の
義

務
化
が
、
零
細
事
業
者
に

過
度
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
な

ど
、
合
計
で
８
項
目
の
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、交
渉
団
か
ら
「
署

が
開
催
す
る
学
習
会
の
日

時
な
ど
を
事
前
に
知
ら
せ

て
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

８
項
目
を
要
請

多くの参加者になった下関会場

　

税
金
対
策
部
で
は
、
県

下
３
会
場
で
確
定
申
告
学

習
会
を
開
催
。
１
月
24
日

下
松
（
９
人
）、
27
日
山
口

（
23
人
）、29
日
下
関（
１
１
２

人
）
の
合
計
１
４
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

「
28
年
分
の
申
告
の
主

な
留
意
点
」「
確
定
申
告
書

の
書
き
方
」
な
ど
の
確
定

申
告
に
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
、
建
設
山
口
本
部
の

桑
原
副
委
員
長
、
小
林
書

記
長
、
末
広
税
対
部
長
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
例
題
に
沿
っ

て
、
平
成
28
年
分
事
業
所

得
の
計
算
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

特
に
、
理
解
し
づ
ら
い

減
価
償
却
の
計

算
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
自

分
で
電
卓
を
た

た
い
て
、
練
習

問
題
に
挑
戦
し

て
も
ら
い
ま
し

た
。
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登
山
靴

12

久光　義秋（光・大工 67）

豊後富士　由布岳
（大分県由布市・1583m）

支部 平成29年１月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 77 － 8
阿　武 23 1
岩　国 1,712 58
宇　部 1,643 16
小野田 562 7
吉　南 989 49
下　松 995 73
熊毛南 268 12
下　関 1,285 － 19
徳　山 748 15
豊　浦 171 4
長　門 197 1
萩 192 2
光 249 10
防　府 895 25
美　祢 179 － 5
山　口 1,048 18
柳　井 405 8

計 11,638人 267

　【
小
野
田
・
河
村
雅
伸

（
設
計
・
63
）】
小
野
田
支

部
は
、
12
月
18
日
に
、
８

人
が
参
加
し
て
山
陽
小
野

田
市
立
の
３
个
所
の
保
育

園
に
分
か
れ
、
施
設
修
繕

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
と
相
談
し
て
今
回

は
、
日
の
出
保
育
園
の
雨

漏
り
で
腐
っ
た
園
児
室
の

天
井
板
を
張
り
替
え
、
厚

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
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h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

　

晩
秋
か
ら
春
先
に

は
、
我
が
家
の
窓
か
ら

夕
焼
け
に
映
え
る
「
由

布
岳
」
が
見
え
ま
す
。

特
徴
の
あ
る
２
つ
の

ピ
ー
ク
が
国
東
の
山
々

の
背
後
に
高
く
そ
び
え

立
つ
姿
は
夕
食
時
の
楽

し
み
で
す
。

　

由
布
岳
は
山
麓
の
野

焼
き
が
終
わ
り
４
月
に

な
る
と
、
ま
ず
キ
ス
ミ

レ
が
草
原
を
黄
色
く
染

め
、
ピ
ン
ク
の
サ
ク
ラ

ソ
ウ
、
オ
キ
ナ
グ
サ
、

エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
な
ど
の

草
花
が
登
山
を
一
層
楽

し
い
も
の
に
添
え
、
足

取
り
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
「
飯
盛
ケ
城
」
の

登
山
路
は
山
野
草
が
多

い
の
で
、
私
は
い
つ
も

こ
の
山
を
経
由
し
て
由

布
岳
に
登
る
。
登
山
口

か
ら
90
分
歩
け
ば
「
マ

タ
エ
」
に
着
く
。
こ
こ

か
ら
双
耳
峰
の
西
と
東

の
頂
上
に
分
か
れ
る
。

こ
の
辺
り
は
冬
の
季
節

は
霧
氷
が
美
し
い
。
西

峰
は
鎖
場
が
あ
り
、
自

信
の
な
い
方
は
無
理
の

な
い
東
峰
を
登
ろ
う
。

頂
上
か
ら
は
九
重
連

山
、
遠
く
は
祖
母
山
ま

で
一
望
で
き
る
。

　

下
山
す
る
と
湯
布
院

の
温
泉
が
待
っ
て
い

る
。
大
分
県
の
山
は
名

湯
が
多
い
の
で
心
身
が

癒
さ
れ
、
由
布
岳
に
何

回
も
足
を
運
ん
だ
。
い

で
湯
と
秀
峰
に
思
い
出

は
深
く
、
我
が
家
の
窓

の
豊
後
富
士
の
双
耳
峰

は
今
年
も
手
招
き
し
て

い
る
よ
う
だ
。

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

冬の正面登山口にて

子どもの安全のために

下
松
支
部

浦
野
　
敬
治

　

我
が
家
の
愛
犬
が
15

歳
で
天
国
へ
旅
立
っ

た
。

　

帰
宅
す
る
と
犬
の
泣

き
声
が
す
る
。
空
耳
で

あ
る
。
耳
が
少
し
遠
く

な
っ
て
も
聞
こ
え
る

が
、
何
と
も
悲
し
い
。

毎
日
、
雨
の
日
も
風
の

日
も
朝
夕
と
散
歩
に

行
っ
て
い
た
の
が
、
時

に
は
面
倒
に
感
じ
て
い

た
事
も
あ
っ
た
が
、
あ

れ
が
癒
し
で
あ
り
、
自

分
自
身
の
運
動
に
も

な
っ
て
い
た
と
今
更
に

感
じ
ら
れ
る
。

　

物
忘
れ
も
徐
々
に
増

え
、
２
人
で
１
人
前
に

な
り
つ
つ
あ
る
ね
と
、

夫
婦
で
苦
笑
い
を
し
て

い
る
最
近
で
も
あ
る
。

15歳で天国へ

住宅ストック循環支援事業
－事業者登録〆切迫る－
住宅のエコリフォーム 良質な既存住宅の購入 エコ住宅への建替え

要 件 ・エコリフォームの実施
・リフォーム後の耐震性確保

・インスペクションの実施
・既存住宅売買瑕庇保険加入

・耐震性のない住宅の除却
・エコ住宅への建替え

対象住宅
・すでに居住している住宅
・2016 年 10 月 11 日以降
に購入する既存住宅

・個人の売主または宅建業者
から購入する既存住宅（宅
建業者から購入する場合は
2016年 12月 12日以降）

・注文住宅
・分譲住宅

年齢制限 なし ・2016年 10月 11日時点で
40歳未満 なし

補助事業者
・リフォーム事業者 ・宅建業者（買取再販）

・インスペクション事業者
・建設業者（注文住宅）
・宅建業者（分譲住宅）

補助事業者の登録期間は 2016 年 11月 1日～ 2017 年 3月 31日

補助対象 ・エコリフォーム ・インスペクション
・エコリフォーム ・エコ住宅の建設

補 助 額 ・リフォーム工事内容によ
り定める額（定額）

・インスペクション　5万円
・リフォーム工事内容により
定める額（定額）

・性能レベルの応じて 30万
円、40万円、50万円

限 度 額 ・30万円／戸（耐震改修を
する場合は45万円／戸）

・50 万円／戸（耐震改修を
する場合は 65万円／戸） ・50万円／戸

期 限 ・2017 年 6月 30日までに補助金交付申請（工事請負契約・売買契約等の締結）
・2017 年 12月 31日までに完了報告（引渡し）

陽
保
育
園
の
錆
び
て
危
険

な
鉄
棒
の
撤
去
と
痛
ん
だ

ベ
ン
チ
の
作
り
替
え
と
津

布
田
保
育
園
の
外
周
の
痛

ん
だ
フ
ェ
ン
ス
の
補
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
に
協
力
で
き
た
こ
と

で
、
保
育
園
の
皆
さ
ま
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
建
設

山
口
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
合
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

　

第
２
次
補
正
予
算
に
盛

り
込
ま
れ
た
国
交
省
の
補

助
事
業
「
住
宅
ス
ト
ッ
ク

循
環
支
援
事
業
」
へ
の
登

録
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
事
業
は
、
①
エ
コ

リ
フ
ォ
ー
ム
、
②
40
歳
未

満
の
既
存
住
宅
の
購
入
、

③
エ
コ
住
宅
へ
の
建
替
え

に
つ
い
て
補
助
す
る
制
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助

限
度
額
は
、
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
が
30
万
円
／
戸

（
※
耐
震
改
修
を
行
う
場

合
は
45
万
円
）、
40
歳
未
満

の
既
存
住
宅
の
購
入
は

50
万
円
／
戸
（
※
耐
震
改

修
を
行
う
場
合
は
65
万

円
）、
エ
コ
住
宅
へ
の
建
替

え
は
50
万
円
／
戸
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
補
助
金
を

受
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず

事
業
者
自
身
で
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
業
者

登
録
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。
登
録
の
期
間
は
、

今
年
の
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
締
め
切
り

が
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
活
用
を
ご
希

望
の
方
は
、
早
急
に
事
業

者
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
者
登
録
後
は
、
工

事
請
負
契
約
書
・
売
買
契

約
書
を
発
注
者
ま
た
は
購

入
者
の
方
と
締
結
し
、
事

業
の
内
容
を
決
め
て
、
事

業
者
自
ら
で
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
補
助

金
申
請
を
行
う
と
と
も

に
、
別
途
、
押
印
さ
れ
た

申
請
書
及
び
必
要
書
類
を

事
務
局
に
郵
送
す
る
流
れ

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
を
締
結
す

る
際
に
は
、
補
助
金
の
受

取
に
関
す
る
取
決
め
（
規

約
）
を
締
結
す
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

　

（http://stock-jutaku.jp

）小野田支部

子
育
て
真
っ
最
中

春
に
は
ダ
ブ
ル
入
学

　
　

山
口
　

松
田
　

千
恵

　
　
　
　
　

（
主
　

婦
）

　

現
在
、
幼
・
小
・
中
・

高
と
４
人
の
子
育
て
の

真
っ
最
中
で
す
。

　

春
に
は
ダ
ブ
ル
入
学
が

待
っ
て
い
ま
す
。
準
備
が

大
変
で
す
が
、
子
供
の
成

長
が
う
れ
し
い
で
す
。

Ｊ
２
レ
ノ
フ
ァ

半
数
が
退
団
、
移
籍
・
・

　

山
口
　

柄
本
　

み
ず
え

　
　
　
　
　
　

（
主
　

婦
）

　

レ
ノ
フ
ァ
が
Ｊ
３
か
ら

Ｊ
２
に
上
が
っ
て
応
援
に

も
力
が
入
っ
た
去
年
。

　

だ
け
ど
年
末
に
半
数
が

退
団
、
移
籍
。
Ｊ
２
に
と

ど
ま
っ
て
く
れ
た
反
面
、

寂
し
く
も
あ
り
ま
す
。
毎

年
チ
ー
ム
の
顔
が
変
わ
る

の
は
寂
し
い
で
す
ね
。

え
び
す
神
社
に
参
拝

う
れ
し
い
効
果
が
・
・

　

下
関
　

小
山
　

美
枝

　
　
　
　
　
　

（
外
　

装
）

　

正
月
は
娘
た
ち
が
主
人

や
孫
と
一
緒
に
き
て
、
と

て
も
賑
や
か
で
し
た
。

　

な
か
な
か
主
人
と
お
出

か
け
も
出
来
ま
せ
ん
が
、

福
岡
の
え
び
す
神
社
に
参

り
ま
し
た
。

　

翌
日
仕
事
の
依
頼
の
電

話
が
３
件
も
あ
っ
た
と
う

れ
し
い
効
果
で
す
。

補
償
が
手
厚
く
助
か
っ
た

　

防
府
　

湯
面
　

久
美
子

　
　
　
　
　
　

（
事
　

務
）

　

主
人
が
入
院
、
自
宅
療

養
し
ま
し
た
。

　

中
建
国
保
や
共
済
な
ど

補
償
が
手
厚
く
充
実
し
て

い
て
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。
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下松　川﨑　哲敏
（設計・64）

ご
来
光

川﨑さん

　ここ十数年、元日は各地
の初日の出登山に妻と２人
で参加していたが、今年は登
山道の手入れがされ、急坂が少
なく危険箇所のない周南市長穂の炭
倉山（519ｍ）に決めていた。
　なぜなら、今回は孫娘４歳を連れ
て３人で参加することにしていたか
らだ。
　早朝、無理やり孫を起こし車を運
転。６時40分、まだ暗い登山口に着
く。大人なら20分～25分の道のりだ
が、今日は孫が同行しているので勝
手が違う。日の出を気にしながら、
孫のペースで登る。落ち葉の積もっ

た坂道を手を引き、白み始
めた頂上へ到着。道中いろ
いろあったが、頑張ってくれ

たおかげで何とか日の出に間に
合った。
　頂上では、地元の方が用意された
お接待の熱々の雑煮をご馳走になり
ながら、日の出を待つこと数分。
　７時24分、東の空の山影から顔を
出し始めたお日様のほんわり暖かい
ご来光を全身に浴びながら、みんな
の健康を祈願し３人で合掌。来年も
孫と参加できたらと思いながら明る
くなった山道をのんびり下った。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
並
べ
変

え
て
く
だ
さ
い
。

︱
ヨ
コ
の
カ
ギ
︱

①
会
議
等
で
決
め
る
時
に

と
り
ま
す
。

③
不
十
分
な
所
を
説
明
し

ま
す
。

⑤
予
定
が
中
止
に
な
る
。

○
○
○
倒
れ
。

⑦
後
継
ぎ
。
建
設
業
は
○

○
○
○
○
○
育
成
が
急

務
。

⑩
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原

料
と
な
る
も
の
。

⑪
役
に
立
つ
。
貢
献
す
る

こ
と
。

⑫
正
月
に
玄
関
先
な
ど
へ

飾
る
。
○
○
な
わ
。

⑭
飛
び
抜
け
て
良
く
も
悪

く
も
な
い
。

⑮
祝
！
稀
勢
の
里
横
綱
昇

進
。
相
撲
は
日
本
の
○

○
○
で
す
。

⑰
四
月
生
ま
れ
の
誕
生
石
。

鉱
物
の
中
で
一
番
硬

い
。

⑲
履
物
の
一
種
。
履
か
な

い
と
足
の
裏
が
痛
い
。

⑳
あ
て
に
し
て
待
つ
こ
と
。

○
○
○
す
る
。

︱
タ
テ
の
カ
ギ
︱

①
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
。

年
に
一
回
は
。

②
回
り
道
す
る
こ
と
。

④
子
供
は
元
気
に
○
○
で

遊
び
ま
し
ょ
う
。

⑤
危
な
い
こ
と
。

⑥
心
を
使
い
、
苦
労
す
る

こ
と
。

⑧
結
果
が
予
想
の
反
対
に

な
る
。
○
○
○
に
出
る
。

⑨
現
在
８
％
。
引
き
上
げ

は
困
り
ま
す
。

⑪
中
型
の
野
鳥
。
木
を
つ

つ
く
。
○
○
ツ
キ
。

⑬
米
、
麦
、
ア
ワ
、
豆
な

ど
の
総
称
。

⑮
子
供
の
役
者
。

⑯
シ
ル
バ
ー
。
○
○
メ
ダ

ル
。

⑱
素
焼
き
の
焼
き
物
。
縄

文
式
○
○
。

◆
◆
◆
　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
４
月
10
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

◇
277
号
解
答
◇

　

キ
ン
ガ
シ
ン
ネ
ン

︿
当
選
者
﹀︻
岩
国
︼
安
田

利
浩
︻
宇
部
︼
髙
木
弘
敬
・

落
合
豊
︻
小
野
田
︼
大
城

貞
夫
︻
吉
南
︼
河
嶋
美
月
・

河
口
陽
子
︻
熊
毛
南
︼
長

藤
竜
二
︻
徳
山
︼
高
田
廣

子
︻
光
︼
岡
村
秀
基
︻
防

府
︼
永
尾
仁
志

（
応
募
総
数
69
）

ささ乃や
住　　所：光市室積 5丁目 8-14　海商通り
電　　話：0833-79-3308
営業時間：10時～ 16時
定 休 日：月曜日（祝日の場合は営業）

雑
炊
で
心
も
体
も
あ
っ
た
か
に

懐かしい雰囲気の店構え

取材当日のランチぞうすい950円

　

【
光・岩
神
幸
二
（
大
工・

40
）】
光
市
室
積
と
い
え

ば
、
か
つ
て
港
町
で
栄
え
、

白
壁
の
古
民
家
が
今
で
も

数
多
く
残
る
歴
史
と
文
化

の
町
で
す
。
そ
の
面
影
が

特
に
残
る
地
域
に
あ
る
海

商
通
り
に
今
回
ご
紹
介
す

る
お
店
﹃
さ
さ
乃
や
﹄
は

あ
り
ま
す
。

　

正
に
白
壁
の
古
民
家
で

昔
懐
か
し
い
雰
囲
気
漂
う

店
構
え
。
店
内
に
入
れ
ば

ス
テ
キ
な
和
風
雑
貨
が
数

多
く
並
び
、
そ
の
奥
に
お

座
敷
と
テ
ー
ブ
ル
席
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
の
お
ス
ス

メ
は
何
と
い
っ
て
も
雑
炊
。

や
さ
し
く
、
ど
こ
か
懐
か

し
い
お
母
さ
ん
の
味
。
種

類
も
豆
腐
雑
炊
や
梅
し
ら

す
雑
炊
を
は
じ
め
、
海
に

近
い
こ
と
も
あ
り
イ
カ
、

カ
ニ
、
エ
ビ
、
貝
な
ど
の

雑
炊
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
に
も
ラ
ン
チ
雑
炊
や
季

節
限
定
雑
炊
、
も
ち
ろ
ん

甘
味
物
も
色
々
揃
っ
て
お

り
ま
す
。
お
座
敷
か
ら
は

箱
庭
も
見
え
、
ま
る
で
我

作・斉藤達夫

春の到来

ま
た

う
っ
と
お
し
く

な
る
ん
か
…

春
風
と

い
っ
し
ょ
に

う
ー
ん

そ
よ
吹
く
風
も

や
さ
し
く
て

春
を
感
じ
る
ね

花
粉
症
も

到
来
じ
ゃ
あ

厚
手
の
セ
ー
タ
ー

も
う

　い
ら
な
い

ア
レ
ル
ギ
ー

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それぞ
れに「愛○」の○には色々なことが考えられ
ると思います。組合員の皆さん、「愛○」の○
を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写真
を建設山口教宣部まで送付してください。投
稿をお待ちしています。

　あわせて、今回から新たに「お気に入りの
場所」の原稿も募集します。ご自分のお気に
入りの場所で、皆さんにもおすすめの場所に
ついてお書きください。
　こちらの記事にも写真を添えて、建設山口
教宣部までお送りください。よろしくお願い
します。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

 「愛○」「お気に入りの場所」の

が
家
で
寛
ぎ
な
が
ら
食
べ

て
い
る
気
分
で
時
間
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
連
れ
も
も
ち

ろ
ん
Ｏ
Ｋ
。
女
子
会
、カ
ッ

プ
ル
、
ご
家
族
連
れ
な
ど

様
々
な
シ
ー
ン
で
ご
利
用

で
き
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
お
店
の
女
将
さ
ん
の
優

し
い
笑
顔
に
雑
炊
を
食
べ

な
が
ら
心
も
体
も
ホ
カ
ホ

カ
に
な
る
こ
と
間
違
い
な

し
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続

く
こ
の
季
節
、
あ
っ
た
か

い
雑
炊
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。




